
ごのへ議会だより
Gonohe Assembly News

第24回定例会（平成30年９月定例会）
平成29年度決算 ………………………… ２
決算特別委員会 ………………………… ４
第24回定例会 …………………………… ６

■発行／青森県五戸町議会
■編集／広報常任委員会

〒039 －1513　青森県三戸郡五戸町字古舘21番地１　TEL：0178（62）2111　FAX：0178（62）2212

一般質問（５人） ………………………… ８
所管事務調査・議員活動報告 ………… 13
編集後記 ………………………………… 14

議会広報
平成30年10月

第29号

五戸町ホームページアドレス　http://www.town.gonohe.aomori.jp/　　議会メールアドレス　gikai@town.gonohe.aomori.jp

戦没者遺族による献花
関連記事　編集後記

白樺コーラス会に
よる追悼合唱



③ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ②

　
一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
22
・
８
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
77
・
２

％
を
占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国

や
県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出

金
・
交
付
金
）と
借
金（
町
債
）に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的
経

費
は
、
歳
出
全
体
の
39
・
２
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
４
千
９
９

９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

２
億
８
６
５
０
万
円

　
平
成
29
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
１
０
６
９
万
円
で
処
分
後
の
未

収
金
は
、
２
億
８
６
５
０
万
円
で
、

町
税
と
国
民
健
康
保
険
税
で
86
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
に
比
べ
３
３

５
１
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
債
務
者
が
死
亡
し
相
続

人
も
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
債

　
町
財
政
の
借
金
で
あ
る
町
債
合
計
は
、

１
７
５
億
３
３
８
６
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
億
１
０
０
２
万
円
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２２．８％

（町税など）

依存財源
７７．２％

（地方交付税など）

平 成 29 年 度 決 算

「
借
金
　
町
民
一
人
当
た
り
１
０
０
万
円
」

基
金

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、

41
億
５
８
６
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
５
億
４
０
７
５
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

「
貯
金
　
町
民
一
人
当
た
り
24
万
円
」

その他
322万円

0.0%

民生費
24億8046万円

26.7%

衛生費
12億0950万円

13.0%

総務費
11億8863万円

12.8%

公債費
11億9291万円

12.8%

教育費
9億9331万円

10.7%

土木費
8億7704万円

9.4%

消防費
8億0790万円

8.7%

農林水産業費
3億7139万円

4.0%

議会費
1億0584万円

1.2%
商工費

6954万円
0.7%

町税
15億0475万円

15.7%

自主財源
21億9335万円

22.8%

依存財源
74億0001万円

77.2%

地方交付税
43億3757万円

45.2%

国・県支出金
13億7339万円

14.3%

町債
12億4180万円

13.0%

地方消費税交付金
2億8326万円

3.0%

その他交付金
4732万円

0.5% 地方譲与税
1億1667万円

1.2%
その他

2億7251万円
2.8%

繰入金
1億9558万円

2.0%
分担金及び負担金

7583万円
0.8%

使用料及び手数料
7751万円

0.8%
繰越金

6717万円
0.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

95億9337万円

4億4627万円

27億1432万円

24億2213万円

4億0172万円

9702万円

289万円

2837万円

収　　入

26億7547万円

4億9931万円

歳　　出

92億9974万円

4億4175万円

25億7187万円

22億8085万円

3億9821万円

9399万円

58万円

2717万円

支　　出

26億6733万円

6億7495万円

差　　引

2億9363万円

452万円

1億4245万円

1億4128万円

351万円

1億1603万円 1億1417万円 186万円

303万円

231万円

120万円

差　　引

814万円

△1億7564万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 28年度末 29年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
五戸台地負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
町営住宅使用料及び共益費
屋外広告物等許可手数料
土地貸付料
奨学資金償還金
雑入
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

1億0654万円
12万円

198万円
264万円

0万円
138万円

0万円
349万円
843万円

3万円
450万円

1億6942万円
306万円
787万円
266万円
677万円
112万円

9398万円
2万円
0万円

281万円
173万円
124万円

2万円
275万円
881万円

0万円
△ 6万円

1億5315万円
435万円
744万円
260万円
662万円
104万円

△ 1256万円
△ 10万円

△ 198万円
17万円

173万円
△ 14万円

2万円
△ 74万円

38万円
△ 3万円

△ 456万円
△ 1627万円

129万円
△ 43万円
△ 6万円

△ 15万円
△ 8万円

一般会計
会　　計　　名 29年度末

下水道事業特別会計
111億7000万円
26億5431万円
7億3372万円
2億1304万円

27億6279万円

農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

ふるさと納税寄付金基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

ケーブルテレビ事業基金

29年度末

20億1957万円

4億2933万円

1億4574万円

57万円

182万円

41万円

42万円

90万円

145万円

2762万円

566万円 合　　　　　計

29年度末

10億7498万円

258万円

7808万円

0万円

2億1587万円

509万円

8856万円

2534万円

228万円

3236万円

41億5863万円

合　　　計 175億3386万円
町民１人当たり 100万円

合　　計 3億2001万円 2億8650万円 △ 3351万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
22
・
８
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
77
・
２

％
を
占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国

や
県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出

金
・
交
付
金
）と
借
金（
町
債
）に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的
経

費
は
、
歳
出
全
体
の
39
・
２
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
４
千
９
９

９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

２
億
８
６
５
０
万
円

　
平
成
29
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
１
０
６
９
万
円
で
処
分
後
の
未

収
金
は
、
２
億
８
６
５
０
万
円
で
、

町
税
と
国
民
健
康
保
険
税
で
86
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
に
比
べ
３
３

５
１
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
債
務
者
が
死
亡
し
相
続

人
も
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
債

　
町
財
政
の
借
金
で
あ
る
町
債
合
計
は
、

１
７
５
億
３
３
８
６
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
億
１
０
０
２
万
円
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２２．８％

（町税など）

依存財源
７７．２％

（地方交付税など）

平 成 29 年 度 決 算

「
借
金
　
町
民
一
人
当
た
り
１
０
０
万
円
」

基
金

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、

41
億
５
８
６
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
５
億
４
０
７
５
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

「
貯
金
　
町
民
一
人
当
た
り
24
万
円
」

その他
322万円

0.0%

民生費
24億8046万円

26.7%

衛生費
12億0950万円

13.0%

総務費
11億8863万円

12.8%

公債費
11億9291万円

12.8%

教育費
9億9331万円

10.7%

土木費
8億7704万円

9.4%

消防費
8億0790万円

8.7%

農林水産業費
3億7139万円

4.0%

議会費
1億0584万円

1.2%
商工費

6954万円
0.7%

町税
15億0475万円

15.7%

自主財源
21億9335万円

22.8%

依存財源
74億0001万円

77.2%

地方交付税
43億3757万円

45.2%

国・県支出金
13億7339万円

14.3%

町債
12億4180万円

13.0%

地方消費税交付金
2億8326万円

3.0%

その他交付金
4732万円

0.5% 地方譲与税
1億1667万円

1.2%
その他

2億7251万円
2.8%

繰入金
1億9558万円

2.0%
分担金及び負担金

7583万円
0.8%

使用料及び手数料
7751万円

0.8%
繰越金

6717万円
0.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

95億9337万円

4億4627万円

27億1432万円

24億2213万円

4億0172万円

9702万円

289万円

2837万円

収　　入

26億7547万円

4億9931万円

歳　　出

92億9974万円

4億4175万円

25億7187万円

22億8085万円

3億9821万円

9399万円

58万円

2717万円

支　　出

26億6733万円

6億7495万円

差　　引

2億9363万円

452万円

1億4245万円

1億4128万円

351万円

1億1603万円 1億1417万円 186万円

303万円

231万円

120万円

差　　引

814万円

△1億7564万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 28年度末 29年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
五戸台地負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
町営住宅使用料及び共益費
屋外広告物等許可手数料
土地貸付料
奨学資金償還金
雑入
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

1億0654万円
12万円

198万円
264万円

0万円
138万円

0万円
349万円
843万円

3万円
450万円

1億6942万円
306万円
787万円
266万円
677万円
112万円

9398万円
2万円
0万円

281万円
173万円
124万円

2万円
275万円
881万円

0万円
△ 6万円

1億5315万円
435万円
744万円
260万円
662万円
104万円

△ 1256万円
△ 10万円

△ 198万円
17万円

173万円
△ 14万円

2万円
△ 74万円

38万円
△ 3万円

△ 456万円
△ 1627万円

129万円
△ 43万円
△ 6万円

△ 15万円
△ 8万円

一般会計
会　　計　　名 29年度末

下水道事業特別会計
111億7000万円
26億5431万円
7億3372万円
2億1304万円

27億6279万円

農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

ふるさと納税寄付金基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

ケーブルテレビ事業基金

29年度末

20億1957万円

4億2933万円

1億4574万円

57万円

182万円

41万円

42万円

90万円

145万円

2762万円

566万円 合　　　　　計

29年度末

10億7498万円

258万円

7808万円

0万円

2億1587万円

509万円

8856万円

2534万円

228万円

3236万円

41億5863万円

合　　　計 175億3386万円
町民１人当たり 100万円

合　　計 3億2001万円 2億8650万円 △ 3351万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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問
大
沢
義
之
委
員

　
固
定
資
産
税
の
収
入
未
済

が
高
額
だ
が
町
と
し
て
の
対

策
は
。

答
赤
坂
税
務
課
長

　
徴
収
は
県
の
滞
納
整
理
機

構
に
委
託
し
て
い
る
。
町
で

は
月
１
回
程
度
滞
納
者
に
対

し
催
告
を
し
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
寄
附
金
の
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
年
１
９
３
４
件
で
最
大
寄

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
旧
倉
石
中
教
員
住
宅
２
棟

を
改
装
し
た
費
用
。
内
装
、

湯
沸
し
器
等
を
修
繕
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
住
ん

で
も
ら
い
試
し
た
。
夏
休
み

等
を
利
用
し
て
貸
付
け
し
た

い
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
内
容
は
。

答
服
部
福
祉
課
長

　
相
談
員
は
２
名
。
障
が
い

者
の
方
が
日
常
生
活
等
の
困

り
ご
と
の
相
談
に
対
応
し
て

い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
45
歳
未
満
の
独
立
自
営
就

農
者
に
対
し
所
得
等
要
件
を

満
た
す
者
に
対
し
て
年
最
大

１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間

給
付
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
機
構
に
農
地
を
貸
付
け
る

等
の
経
営
転
換
協
力
金
が
12

名
、
農
地
を
機
構
に
貸
付
け

た
者
、
耕
作
者
集
積
協
力
金

14
名
に
交
付
し
て
い
る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
旧
消
防
署
の
耐
震
診
断
は

必
要
な
の
か
。

答
畑
山
総
務
課
長

　
新
消
防
署
建
設
費
用
を
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活

用
す
る
た
め
に
旧
消
防
署
の

耐
震
診
断
結
果
が
必
要
だ
っ

た
た
め
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
民
生
費
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
と
の
内
容
の
違

い
は
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
水
、
金
の
週
２
回
放
課
後

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
昔
の

遊
び
等
で
時
間
を
過
ご
す
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
小
学
校
で
募
集
し
五
小
３

名
、
倉
小
２
名
で
学
校
図
書

の
整
理
、
プ
ー
ル
の
監
視
、

登
下
校
の
見
守
り
を
し
て
い

る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
一
般
会
計
か
ら
１
億
９
千

万
円
近
く
繰
入
金
が
あ
る
が
、

受
益
者
負
担
金
の
増
額
の
協

議
は
あ
る
か
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
今
後
、
事
業
の
方
向
性
も

含
め
て
検
討
し
議
員
に
報
告

す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。
滞
納
者
に
対
す

る
対
応
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
分
担
金
は
平
成
11
〜
17
年

度
ま
で
の
24
名
分
、
使
用
料

は
平
成
16
〜
28
年
度
の
延
べ

60
名
分
で
あ
る
。

　
督
促
状
、
催
告
状
の
発
送
、

電
話
、
訪
問
等
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
平
成
14
〜
28
年
度
ま
で
の

延
べ
１
５
３
名
分
で
あ
る
。

附
額
は
30
万
円
が
16
件
、
最

少
額
は
１
万
円
。

問
髙
山
浩
司
委
員

　
寄
附
金
は
経
済
の
活
性
化

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
町

長
の
感
想
は
。

答
町
長

　
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
。
た

だ
、
返
礼
品
目
的
な
の
で
あ

れ
ば
制
度
改
正
が
必
要
で
は
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
毎
年
不
納
欠
損
処
分
さ
れ

て
い
る
が
未
納
者
の
責
任
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
未
納
者
は
７
名
で
、
郵
便

や
電
話
に
よ
り
催
告
し
た
。

不
本
意
で
は
あ
る
が
努
力
し

た
結
果
で
あ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
滞
納
繰
越
額
に
つ
い
て
収

入
額
が
無
い
が
徴
収
に
お
い

て
努
力
し
て
い
る
の
か
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
平
成
16
〜
28
年
度
ま
で
の

69
件
の
額
。

　
郵
便
で
催
告
は
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
額
の
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
２
名
分
の
額
で
１
名
は
本

年
度
完
納
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
５
名
分
の
額
で
少
額
で
は

あ
る
が
納
付
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
特
定
の
業
者
に
偏
っ
て
い

な
い
の
か
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
返
礼
品
を
活
用
し
て
い
る

の
は
町
で
は
な
く
納
付
者
な

の
で
偏
り
に
対
し
て
策
は
講

じ
て
い
な
い
。
町
は
返
礼
品

の
充
実
を
図
り
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
内
容
と
成
果
は
。
今
年
度

に
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
平
成
28
年
度
繰
越
し
し
昨

年
度
実
施
し
た
も
の
。
成
果

と
し
て
は
建
設
概
要
、
コ
ン

セ
プ
ト
、
建
設
費
等
報
告
書

の
委
託
。
そ
れ
を
も
と
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
。
今
年
度
は
概
要
と
パ
ブ

コ
メ
を
も
と
に
実
施
設
計
を

委
託
す
る
も
の
。
議
員
と
議

論
中
の
た
め
発
注
は
し
て
い

な
い
。

問
髙
山
浩
司
委
員

　
内
容
と
成
果
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
町
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
作
成
し
た
動
画
。

移
住
ナ
ビ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

等
に
掲
載
し
て
い
る
。
成
果

は
ま
だ
な
い
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
委
託
先
、
回
数
、
成
果
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
㈱
Ｒ
Ａ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
に
委

託
し
て
い
る
。
ア
ピ
ル
五
戸

で
一
回
開
催
し
男
性
14
名
、

女
性
９
名
の
参
加
者
が
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
結
婚
し
た
と

の
報
告
は
な
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
対

策
と
し
て
連
携
中
枢
都
市
圏

の
枠
組
み
で
開
催
し
て
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
今
後
、
実
施
予
定
。
事
業

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

主
な
質
疑

川　村　浩　昭 委員長

一
般
会
計
歳
入

下
水
道
事
業
会
計
歳
入

農
集
排
事
業
会
計
歳
入

簡
易
水
道
事
業
歳
入

返礼品の倉石牛

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第２３回　平成３０年７月　臨時会
７月13日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

●
第
15
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車（
Ｃ
Ｄ

－

Ｉ
）の
購
入

・
㈱
八
戸
鉄
工
所

　
　
　
２
１
３
８
万
４
千
円

●
五
戸
町
乳
幼
児
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
対
象

保
護
者
の
所
得
基
準
額
の

拡
充

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
過
年
度
損
益
修
正
損

　
　
　
３
８
１
３
万
５
千
円

・
病
院
事
業
収
益
総
額

　
28
億
８
０
６
７
万
３
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

財
産
の
取
得
　
１
件

条
例
の
制
定
　
１
件

補
正
予
算
　
１
件

一
般
会
計
歳
出

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：川村浩昭議員、副委員長：豊田孝夫議員）を設置し、
平成29年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審査しました。
※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

お
試
し
住
宅
工
事
費

障
が
い
者
相
談
員
謝
礼

機
構
集
積
協
力
金

放
課
後
子
ど
も
教
室
謝
礼

一
般
会
計
繰
入
金

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

町
税
の
収
入
未
済
額
及
び

不
納
欠
損
処
分
額

給
食
費
保
護
者
負
担
金

滞
納
繰
越
額

五
戸
台
地
土
地
貸
付

収
入
滞
納
繰
越
額

ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
使
用
料

滞
納
繰
越
額

農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
謝
礼

五
戸
消
防
署
耐
震
診
断

業
務
委
託
料

簡
易
水
道
使
用
料
滞
納

繰
越
額

ま
ち
の
駅
基
本
設
計

業
務
委
託
料

移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成

業
務
委
託
料

結
婚
支
援
交
流
の
場

づ
く
り
業
務
委
託
料

五
戸
台
地
土
地
改
良

事
業
費
負
担
金
の
不
納

欠
損
処
分
額

農
業
集
落
排
水
工
事

分
担
金
及
び
処
理
施
設

使
用
料
の
滞
納
繰
越
額

写真はイメージです。



⑤ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ④

問
大
沢
義
之
委
員

　
固
定
資
産
税
の
収
入
未
済

が
高
額
だ
が
町
と
し
て
の
対

策
は
。

答
赤
坂
税
務
課
長

　
徴
収
は
県
の
滞
納
整
理
機

構
に
委
託
し
て
い
る
。
町
で

は
月
１
回
程
度
滞
納
者
に
対

し
催
告
を
し
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
寄
附
金
の
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
年
１
９
３
４
件
で
最
大
寄

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
旧
倉
石
中
教
員
住
宅
２
棟

を
改
装
し
た
費
用
。
内
装
、

湯
沸
し
器
等
を
修
繕
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
住
ん

で
も
ら
い
試
し
た
。
夏
休
み

等
を
利
用
し
て
貸
付
け
し
た

い
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
内
容
は
。

答
服
部
福
祉
課
長

　
相
談
員
は
２
名
。
障
が
い

者
の
方
が
日
常
生
活
等
の
困

り
ご
と
の
相
談
に
対
応
し
て

い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
45
歳
未
満
の
独
立
自
営
就

農
者
に
対
し
所
得
等
要
件
を

満
た
す
者
に
対
し
て
年
最
大

１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間

給
付
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
機
構
に
農
地
を
貸
付
け
る

等
の
経
営
転
換
協
力
金
が
12

名
、
農
地
を
機
構
に
貸
付
け

た
者
、
耕
作
者
集
積
協
力
金

14
名
に
交
付
し
て
い
る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
旧
消
防
署
の
耐
震
診
断
は

必
要
な
の
か
。

答
畑
山
総
務
課
長

　
新
消
防
署
建
設
費
用
を
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活

用
す
る
た
め
に
旧
消
防
署
の

耐
震
診
断
結
果
が
必
要
だ
っ

た
た
め
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
民
生
費
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
と
の
内
容
の
違

い
は
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
水
、
金
の
週
２
回
放
課
後

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
昔
の

遊
び
等
で
時
間
を
過
ご
す
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
小
学
校
で
募
集
し
五
小
３

名
、
倉
小
２
名
で
学
校
図
書

の
整
理
、
プ
ー
ル
の
監
視
、

登
下
校
の
見
守
り
を
し
て
い

る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
一
般
会
計
か
ら
１
億
９
千

万
円
近
く
繰
入
金
が
あ
る
が
、

受
益
者
負
担
金
の
増
額
の
協

議
は
あ
る
か
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
今
後
、
事
業
の
方
向
性
も

含
め
て
検
討
し
議
員
に
報
告

す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。
滞
納
者
に
対
す

る
対
応
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
分
担
金
は
平
成
11
〜
17
年

度
ま
で
の
24
名
分
、
使
用
料

は
平
成
16
〜
28
年
度
の
延
べ

60
名
分
で
あ
る
。

　
督
促
状
、
催
告
状
の
発
送
、

電
話
、
訪
問
等
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
内
容
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
平
成
14
〜
28
年
度
ま
で
の

延
べ
１
５
３
名
分
で
あ
る
。

附
額
は
30
万
円
が
16
件
、
最

少
額
は
１
万
円
。

問
髙
山
浩
司
委
員

　
寄
附
金
は
経
済
の
活
性
化

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
町

長
の
感
想
は
。

答
町
長

　
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
。
た

だ
、
返
礼
品
目
的
な
の
で
あ

れ
ば
制
度
改
正
が
必
要
で
は
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
毎
年
不
納
欠
損
処
分
さ
れ

て
い
る
が
未
納
者
の
責
任
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
未
納
者
は
７
名
で
、
郵
便

や
電
話
に
よ
り
催
告
し
た
。

不
本
意
で
は
あ
る
が
努
力
し

た
結
果
で
あ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
滞
納
繰
越
額
に
つ
い
て
収

入
額
が
無
い
が
徴
収
に
お
い

て
努
力
し
て
い
る
の
か
。

答
佐
々
木
教
育
課
長

　
平
成
16
〜
28
年
度
ま
で
の

69
件
の
額
。

　
郵
便
で
催
告
は
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
額
の
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
２
名
分
の
額
で
１
名
は
本

年
度
完
納
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
内
容
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
５
名
分
の
額
で
少
額
で
は

あ
る
が
納
付
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
特
定
の
業
者
に
偏
っ
て
い

な
い
の
か
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
返
礼
品
を
活
用
し
て
い
る

の
は
町
で
は
な
く
納
付
者
な

の
で
偏
り
に
対
し
て
策
は
講

じ
て
い
な
い
。
町
は
返
礼
品

の
充
実
を
図
り
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
内
容
と
成
果
は
。
今
年
度

に
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
内
容
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
平
成
28
年
度
繰
越
し
し
昨

年
度
実
施
し
た
も
の
。
成
果

と
し
て
は
建
設
概
要
、
コ
ン

セ
プ
ト
、
建
設
費
等
報
告
書

の
委
託
。
そ
れ
を
も
と
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
。
今
年
度
は
概
要
と
パ
ブ

コ
メ
を
も
と
に
実
施
設
計
を

委
託
す
る
も
の
。
議
員
と
議

論
中
の
た
め
発
注
は
し
て
い

な
い
。

問
髙
山
浩
司
委
員

　
内
容
と
成
果
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
町
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
作
成
し
た
動
画
。

移
住
ナ
ビ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

等
に
掲
載
し
て
い
る
。
成
果

は
ま
だ
な
い
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　
委
託
先
、
回
数
、
成
果
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
㈱
Ｒ
Ａ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
に
委

託
し
て
い
る
。
ア
ピ
ル
五
戸

で
一
回
開
催
し
男
性
14
名
、

女
性
９
名
の
参
加
者
が
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
結
婚
し
た
と

の
報
告
は
な
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
対

策
と
し
て
連
携
中
枢
都
市
圏

の
枠
組
み
で
開
催
し
て
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
今
後
、
実
施
予
定
。
事
業

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

主
な
質
疑

川　村　浩　昭 委員長

一
般
会
計
歳
入

下
水
道
事
業
会
計
歳
入

農
集
排
事
業
会
計
歳
入

簡
易
水
道
事
業
歳
入

返礼品の倉石牛

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第２３回　平成３０年７月　臨時会
７月13日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

●
第
15
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車（
Ｃ
Ｄ

－

Ｉ
）の
購
入

・
㈱
八
戸
鉄
工
所

　
　
　
２
１
３
８
万
４
千
円

●
五
戸
町
乳
幼
児
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
改
正

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
対
象

保
護
者
の
所
得
基
準
額
の

拡
充

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
過
年
度
損
益
修
正
損

　
　
　
３
８
１
３
万
５
千
円

・
病
院
事
業
収
益
総
額

　
28
億
８
０
６
７
万
３
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

財
産
の
取
得
　
１
件

条
例
の
制
定
　
１
件

補
正
予
算
　
１
件

一
般
会
計
歳
出

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：川村浩昭議員、副委員長：豊田孝夫議員）を設置し、
平成29年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審査しました。
※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

お
試
し
住
宅
工
事
費

障
が
い
者
相
談
員
謝
礼

機
構
集
積
協
力
金

放
課
後
子
ど
も
教
室
謝
礼

一
般
会
計
繰
入
金

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

町
税
の
収
入
未
済
額
及
び

不
納
欠
損
処
分
額

給
食
費
保
護
者
負
担
金

滞
納
繰
越
額

五
戸
台
地
土
地
貸
付

収
入
滞
納
繰
越
額

ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
使
用
料

滞
納
繰
越
額

農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
謝
礼

五
戸
消
防
署
耐
震
診
断

業
務
委
託
料

簡
易
水
道
使
用
料
滞
納

繰
越
額

ま
ち
の
駅
基
本
設
計

業
務
委
託
料

移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成

業
務
委
託
料

結
婚
支
援
交
流
の
場

づ
く
り
業
務
委
託
料

五
戸
台
地
土
地
改
良

事
業
費
負
担
金
の
不
納

欠
損
処
分
額

農
業
集
落
排
水
工
事

分
担
金
及
び
処
理
施
設

使
用
料
の
滞
納
繰
越
額

写真はイメージです。



⑦ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ⑥

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
任

期
満
了
に
な
り
再
任
用
し
な

か
っ
た
た
め
の
減
額
。
活
動

内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
、
広
報

な
ど
で
顔
が
見
え
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
講
師
謝
礼
の
増
額
補
正
理

由
は
。
事
業
の
必
要
性
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
町
内
住
民
か
ら
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
挑
戦
し
た
い

と
相
談
が
あ
り
町
で
は
山
田

先
生
に
相
談
し
事
業
内
容
に

つ
い
て
町
民
へ
講
演
す
る
た

め
の
費
用
。
観
光
振
興
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
今
年
度
は
産
業
と
文
化
ま

つ
り
を
中
心
商
店
街
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
い
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
に

お
い
て
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
増

額
補
正
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
移
住
定
住
促
進
協
議
会
の

設
置
に
む
け
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
業
務
、
協
議
会
支

援
業
務
等
委
託
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。
年
々

の
維
持
管
理
費
増
額
に
対
し

て
の
対
策
は
。

答
服
部
福
祉
課
長

　
浴
室
に
あ
る
排
煙
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
男
湯
１
か
所
、
女

湯
２
か
所
に
係
る
修
繕
。
倉

石
温
泉
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
現
在
協
議
中
で
あ

る
。

問
豊
田
孝
夫
議
員

　
事
業
内
容
及
び
増
額
補
正

理
由
は
。

答
晴
山
健
康
増
進
課
長

　
今
年
度
実
施
予
定
の
自
殺

対
策
計
画
策
定
に
お
い
て
協

議
会
の
設
置
が
必
要
で
あ
り

委
員
報
酬
を
補
正
し
た
も
の
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
増
額
理
由
は
。
倉
石
牛
だ

け
で
な
く
三
大
美
肉
の
Ｐ
Ｒ

を
す
る
場
に
し
て
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し

て
例
年
職
員
が
事
業
に
休
日

従
事
し
て
い
た
分
を
人
件
費

と
し
て
実
行
委
員
会
に
助
成

す
る
た
め
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
減
額
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
実
行
委
員
会
に
牛
肉
ま
つ

り
と
の
合
同
開
催
を
打
診
し

た
が
開
催
が
難
し
い
と
の
回

答
を
受
け
減
額
。
来
年
度
以

降
実
施
す
る
か
は
未
定
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
だ
が
公
共
下
水

道
事
業
見
直
し
の
進
捗
状
況

は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
昨
年
度
か
ら
検
討
委
員
会

を
設
置
し
協
議
し
て
き
た
。

内
容
は
４
月
の
全
員
協
議
会

で
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
倉
石
北
部
地
区
の
簡
易
水

道
使
用
が
取
水
量
を
上
回
り

断
水
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
、
ま
た
倉
石
大
久
保
地

区
の
給
水
管
の
破
損
に
よ
る

断
水
の
た
め
給
水
車
を
準
備
。

今
後
の
対
策
の
た
め
補
正
。

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
29
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

●
平
成
29
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成
で
認
定

●
教
育
委
員
の
任
命

◎
三
　
浦
　
　
　
浩 

氏

五
戸
町
字
正
場
沢

主
な
職
歴
等

八
戸
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役（
現
職
）

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校

　
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

任
期

平
成
30
年
10
月
１
日
〜

平
成
34
年
９
月
30
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

◎
川
　
﨑
　
弘
　
司 

氏

五
戸
町
大
字
切
谷
内
字
切
谷

内
村

主
な
職
歴
等

農
業

任
期

平
成
30
年
９
月
19
日
〜

平
成
33
年
９
月
18
日

全
員
賛
成
で
同
意

問
尾
形
裕
之
議
員

　
減
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
ブ
ラ
ン
ド
フ
ー
ド
協
議
会

の
解
散
に
伴
い
減
額
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
三
大
美
肉
を
使
っ
た
商
品

だ
け
で
な
く
既
存
の
商
店
も

掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
減
額
補
正
理
由
は
。
現
在

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
内
容
は
。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第２４回　平成３０年９月　定例会
９月６日から12日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

追
加
提
出
案
件

議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

報
告
　
３
件

認
定
　
２
件

人
事
　
２
件

補
正
予
算
　
８
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

●
平
成
29
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

●
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

●
平
成
29
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

・
個
人
所
得
税
及
び
た
ば
こ

税
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
３
億
７
７
５
４
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
94
億
６
７
１
１
万
円

【
主
な
内
容
】

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
２
億
３
５
１
２
万
７
千
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
１
７
９
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
４
２
０
７
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給
及
び
職
員
手
当

等
●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
４
７
７
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
22
億
９
８
４
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
療
養
給
付
費
交
付
金
返
還

金
等

　
　
　
　
２
２
３
万
１
千
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
　
75
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
23
億
５
２
７
０
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給
及
び
職
員
手
当

等

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
３
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
１
４
６
２
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更
新

工
事
費
等

　
　
　
　
７
３
４
万
４
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
85
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
９
４
６
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
給
水
車
運
搬
手
数
料
等

　
　
　
　
　
　
81
万
２
千
円

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
０
７
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
１
９
４
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金
等

　
　
　
　
　
　
７
３
６
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

　
２
億
１
８
６
０
万
９
千
円

増
の
28
億
２
０
４
１
万
５

千
円

【
主
な
内
容
】

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

等
・
収
益
的
支
出

　
４
５
０
９
万
６
千
円
増
の

29
億
２
５
７
６
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

　
ロ
ー
・
コ
ス
ト
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
委
託
料
等

・
資
本
的
収
入

　
出
資
金
２
４
８
２
万
８
千

円
を
追
加
、
３
億
６
３
４

４
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

等
・
資
本
的
支
出

　
病
院
備
品
費
１
４
９
万
１

千
円
を
追
加
し
５
億
３
１

１
２
万
２
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

下
水
道
事
業
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

地
域
創
生
総
合
戦
略
事
業

給
水
車
運
搬
手
数
料

倉
石
温
泉
施
設
工
事
費

地
域
資
源
活
用
商
品

開
発
事
業
補
助
金

飲
食
店
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託
料

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

活
動
報
酬

中
心
商
店
街
周
辺
活
性
化

業
務
委
託
料

移
住
者
受
入
態
勢
整
備

業
務
委
託
料

五
戸
町
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
協
議
会
委
員
報
酬

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
・

倉
石
牛
肉
ま
つ
り
補
助
金

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

更
新
工
事
費

野
外
音
楽
祭
開
催
事
業
費

補
助
金

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

【
衛
生
費
】

み

か
わ

さ
き

こ
う

じ

う
ら

ひ
ろ
し
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答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
任

期
満
了
に
な
り
再
任
用
し
な

か
っ
た
た
め
の
減
額
。
活
動

内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
、
広
報

な
ど
で
顔
が
見
え
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
講
師
謝
礼
の
増
額
補
正
理

由
は
。
事
業
の
必
要
性
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
町
内
住
民
か
ら
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
挑
戦
し
た
い

と
相
談
が
あ
り
町
で
は
山
田

先
生
に
相
談
し
事
業
内
容
に

つ
い
て
町
民
へ
講
演
す
る
た

め
の
費
用
。
観
光
振
興
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
今
年
度
は
産
業
と
文
化
ま

つ
り
を
中
心
商
店
街
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
い
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
に

お
い
て
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
増

額
補
正
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
移
住
定
住
促
進
協
議
会
の

設
置
に
む
け
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
業
務
、
協
議
会
支

援
業
務
等
委
託
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。
年
々

の
維
持
管
理
費
増
額
に
対
し

て
の
対
策
は
。

答
服
部
福
祉
課
長

　
浴
室
に
あ
る
排
煙
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
男
湯
１
か
所
、
女

湯
２
か
所
に
係
る
修
繕
。
倉

石
温
泉
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
現
在
協
議
中
で
あ

る
。

問
豊
田
孝
夫
議
員

　
事
業
内
容
及
び
増
額
補
正

理
由
は
。

答
晴
山
健
康
増
進
課
長

　
今
年
度
実
施
予
定
の
自
殺

対
策
計
画
策
定
に
お
い
て
協

議
会
の
設
置
が
必
要
で
あ
り

委
員
報
酬
を
補
正
し
た
も
の
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
増
額
理
由
は
。
倉
石
牛
だ

け
で
な
く
三
大
美
肉
の
Ｐ
Ｒ

を
す
る
場
に
し
て
は
。

答
高
谷
農
林
課
長

　
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し

て
例
年
職
員
が
事
業
に
休
日

従
事
し
て
い
た
分
を
人
件
費

と
し
て
実
行
委
員
会
に
助
成

す
る
た
め
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
減
額
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
実
行
委
員
会
に
牛
肉
ま
つ

り
と
の
合
同
開
催
を
打
診
し

た
が
開
催
が
難
し
い
と
の
回

答
を
受
け
減
額
。
来
年
度
以

降
実
施
す
る
か
は
未
定
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
だ
が
公
共
下
水

道
事
業
見
直
し
の
進
捗
状
況

は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
昨
年
度
か
ら
検
討
委
員
会

を
設
置
し
協
議
し
て
き
た
。

内
容
は
４
月
の
全
員
協
議
会

で
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
松
坂
建
設
課
長

　
倉
石
北
部
地
区
の
簡
易
水

道
使
用
が
取
水
量
を
上
回
り

断
水
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
、
ま
た
倉
石
大
久
保
地

区
の
給
水
管
の
破
損
に
よ
る

断
水
の
た
め
給
水
車
を
準
備
。

今
後
の
対
策
の
た
め
補
正
。

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
29
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

●
平
成
29
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成
で
認
定

●
教
育
委
員
の
任
命

◎
三
　
浦
　
　
　
浩 

氏

五
戸
町
字
正
場
沢

主
な
職
歴
等

八
戸
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役（
現
職
）

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校

　
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

任
期

平
成
30
年
10
月
１
日
〜

平
成
34
年
９
月
30
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

◎
川
　
﨑
　
弘
　
司 

氏

五
戸
町
大
字
切
谷
内
字
切
谷

内
村

主
な
職
歴
等

農
業

任
期

平
成
30
年
９
月
19
日
〜

平
成
33
年
９
月
18
日

全
員
賛
成
で
同
意

問
尾
形
裕
之
議
員

　
減
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
ブ
ラ
ン
ド
フ
ー
ド
協
議
会

の
解
散
に
伴
い
減
額
。

問
尾
形
裕
之
議
員

　
増
額
補
正
理
由
は
。

答
小
村
総
合
政
策
課
長

　
三
大
美
肉
を
使
っ
た
商
品

だ
け
で
な
く
既
存
の
商
店
も

掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

問
鈴
木
隆
也
議
員

　
減
額
補
正
理
由
は
。
現
在

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
内
容
は
。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第２４回　平成３０年９月　定例会
９月６日から12日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

追
加
提
出
案
件

議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

報
告
　
３
件

認
定
　
２
件

人
事
　
２
件

補
正
予
算
　
８
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

●
平
成
29
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

●
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

●
平
成
29
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

・
個
人
所
得
税
及
び
た
ば
こ

税
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
３
億
７
７
５
４
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
94
億
６
７
１
１
万
円

【
主
な
内
容
】

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
２
億
３
５
１
２
万
７
千
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
１
７
９
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
４
２
０
７
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給
及
び
職
員
手
当

等
●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
４
７
７
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
22
億
９
８
４
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
療
養
給
付
費
交
付
金
返
還

金
等

　
　
　
　
２
２
３
万
１
千
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
　
75
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
23
億
５
２
７
０
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給
及
び
職
員
手
当

等

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
３
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
１
４
６
２
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更
新

工
事
費
等

　
　
　
　
７
３
４
万
４
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
85
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
９
４
６
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
給
水
車
運
搬
手
数
料
等

　
　
　
　
　
　
81
万
２
千
円

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
０
７
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
１
９
４
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
繰
出
金
等

　
　
　
　
　
　
７
３
６
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

　
２
億
１
８
６
０
万
９
千
円

増
の
28
億
２
０
４
１
万
５

千
円

【
主
な
内
容
】

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

等
・
収
益
的
支
出

　
４
５
０
９
万
６
千
円
増
の

29
億
２
５
７
６
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

　
ロ
ー
・
コ
ス
ト
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
委
託
料
等

・
資
本
的
収
入

　
出
資
金
２
４
８
２
万
８
千

円
を
追
加
、
３
億
６
３
４

４
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

等
・
資
本
的
支
出

　
病
院
備
品
費
１
４
９
万
１

千
円
を
追
加
し
５
億
３
１

１
２
万
２
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

下
水
道
事
業
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

地
域
創
生
総
合
戦
略
事
業

給
水
車
運
搬
手
数
料

倉
石
温
泉
施
設
工
事
費

地
域
資
源
活
用
商
品

開
発
事
業
補
助
金

飲
食
店
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託
料

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

活
動
報
酬

中
心
商
店
街
周
辺
活
性
化

業
務
委
託
料

移
住
者
受
入
態
勢
整
備

業
務
委
託
料

五
戸
町
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
協
議
会
委
員
報
酬

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
・

倉
石
牛
肉
ま
つ
り
補
助
金

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

更
新
工
事
費

野
外
音
楽
祭
開
催
事
業
費

補
助
金

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

【
衛
生
費
】

み

か
わ

さ
き

こ
う

じ

う
ら

ひ
ろ
し
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◆希望のもてるまちづくりと今後の財政は
　町長　５年後、10年後と厳しくなる

　
観
光
部
会
や
教
育
部
会
、

農
業
部
会
な
ど
、
そ
の
地
域

特
有
の
課
題
を
話
し
合
う
部

会
を
設
け
、
行
政
に
提
言
す

る
こ
と
を
主
な
役
割
と
す
る
。

　
既
存
の
組
織
と
大
き
く
違

う
と
こ
ろ
は「
フ
ラ
ッ
ト
な

話
し
合
い
の
場
」で
あ
る
と

さ
れ
る
。

　
ま
ち
の
駅
整
備
促
進
事
業

の
経
過
と
成
果
は
。

　
本
年
３
月
に
基
本
計
画

（
案
）を
策
定
し
、
６
月
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
。

　
今
後
は
そ
れ
で
頂
い
た
意

見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
方

創
生
の
核
と
な
る
施
設
に
据

え
て
、
地
域
活
性
化
を
図
る

整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　
住
民
協
議
会
設
置
事
業
の

経
過
と
成
果
は
。

　
昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
が
先
行
団
体
の
視

察
を
行
い
、
住
民
協
議
会
設

置
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
た
。

　
現
在
、
内
容
等
の
細
部
を

検
討
し
て
い
る
段
階
で
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
住
民
協

議
会
を
設
置
し
た
い
。

　
農
村
地
域
の
活
性
化
推
進

事
業
の
経
過
と
成
果
は
。

　
馬
肉
、
倉
石
牛
、
青
森

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た

共
通
商
品
を
開
発
す
る
た
め

ブ
ラ
ン
ド
フ
ー
ド
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
三
色
丼
を
開
発

し
た
が
十
分
な
評
価
が
得
ら

れ
ず
解
散
し
た
。
現
在
、
独

自
の
商
品
を
開
発
す
る
た
め
、

町
の
補
助
事
業
に
３
店
舗
が

申
請
し
、
審
査
の
段
階
。

　
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
農
村

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
体
験
型
観
光
や
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
会
員
数
の
減
少
に

よ
り
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
減
少

し
、
参
加
者
が
減
っ
て
い
る
。

今
後
は
会
員
の
掘
り
起
こ
し

に
努
め
る
。

　
観
光
振
興
整
備
事
業
の
経

過
と
成
果
は
。

　「
五
戸
ま
ち
あ
る
き
」
、

「
古
民
家
で
飾
る
ご
の
へ
ひ

な
人
形
」
、
歴
史
み
ら
い

パ
ー
ク
で「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」、

「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」、

小
渡
平
公
園
で「
ピ
ク
ニ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」等
を
開
催

し
、
着
実
に
商
品
開
発
に
取

り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　
五
戸
ま
つ
り
等
の
既
存
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
は「
は
ち
の

へ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
連
携
を
図
り
、

観
光
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
取

り
組
み
は
。

 

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
は
９
月
に
保
護
者
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
危
険
箇
所
を
把
握
す

る
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

警
察
や
役
場
担
当
課
と
連
携

し
対
策
を
講
ず
る
。

　
学
校
施
設
で
は
校
舎
等
の

耐
震
化
改
修
は
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
を
行
い
、
危
険
が
予
想

さ
れ
る
も
の
は
既
に
取
り
壊

し
た
り
、
今
後
取
り
壊
し
た

り
す
る
予
定
。

　
い
じ
め
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

　
児
童
生
徒
へ
定
期
的
な
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

り
、
学
級
担
任
に
よ
る
観
察

や
本
人
以
外
か
ら
の
情
報
提

供
を
把
握
し
た
り
、
い
じ
め

発
見
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
町
独
自
の
い
じ
め

防
止
対
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
。

　
学
校
教
育
現
場
で
の
働
き

方
改
革
は
。

　
昨
年
12
月
、
文
部
科
学
省

が
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改

革
の
方
策
を
策
定
し
た
。
今

後
、
こ
れ
ら
に
従
い
当
町
で

も
実
施
し
て
い
く
。
根
本
的

な
も
の
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
児
童
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
第
一
に
考
え
る
。

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
い

て
、
健
全
化
判
断
比
率
の

実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
２

％
、
将
来
負
担
比
率
は
47
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

19
年
、
20
年
度
か
ら
み
る
と

極
め
て
良
好
で
あ
る
。
ま
た

県
40
市
町
村
の
中
で
も
17

位
、
20
位
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

町
民
は「
町
に
お
金
が
な
い

た
め
町
長
に
何
を
言
っ
て
も

駄
目
だ
」
と
言
っ
て
い
た

り
、
五
戸
高
校
廃
校
決
定
後
、

希
望
が
持
て
ず
に
い
る
。
町

は
、
今
後
財
政
と
町
民
の
希

望
に
叶
う
ま
ち
づ
く
り
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

　
平
成
19
年
、
20
年
度
か
ら

見
る
と
、
今
の
財
政
状
況
は

大
変
良
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
厳
し
く
な
る
と
考
え

る
。
そ
れ
は
、
町
の
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
影
響
す
る
橋
梁
な

ど
が
５
年
、
10
年
後
つ
く
り

か
え
が
必
要
と
な
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
人
口
減
少
に
と

も
な
い
交
付
税
が
減
額
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
指
標
は

改
善
さ
れ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
む
し
ろ
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
厳
し
く
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
総
合
的
に

判
断
し
行
財
政
改
革
に
努
め

な
が
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
中
、
な
ぜ
地
域
交
流
館
を

造
る
の
か
。

　
今
、
地
域
交
流
館
を
建
て

よ
う
と
し
て
い
る
場
所
は
、

旧
和
田
寛
の
跡
地
で
、
30
年

前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

パ
ー
ク
と
し
て
の
議
論
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は

図
書
館
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
商
店
街
に
来
た
お
年
寄

り
が
休
ん
だ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
た
り
、
地
方
創

生
と
し
て
の
町
民
が
希
望
を

も
て
る
交
流
の
場
を
提
供
し

た
い
と
考
え
る
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員

歴史みらいパーク©東京ハイジ／五戸町

平成29年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果
①実質赤字比率

早期健全化基準
財 政 再 生 基 準

五 戸 町

14.38以上
20.00以上

実質公債費比率の推移
【単年度】

Ｈ19

24.9

Ｈ20

24.4

Ｈ21

21.5

Ｈ22

19.2

Ｈ23

18.6

Ｈ24

16.4

Ｈ25

13.6

Ｈ27

10.6

Ｈ28

10.0

Ｈ26

12.3

赤字なし

19.38以上
30.00以上

赤字なし

25.0以上
35.0以上

10.2

350.0以上

47.2

備　　　考 早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の
健全化が求められ、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。

主に一般会計でどれ
くらいの赤字がある
か　　　　　　　％

②連結実質赤字比率
町全体（一般会計、
特別会計、病院事業
会計）でどれくらい
の赤字があるか　％

③実質公債費比率
借金の返済にどれく
らい支払っているか
　　　　　　　　％

【３カ年平均】

④将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額がどれくらい
見込まれるか　　％

一般質問
質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

◆
観
光
振
興
整
備
事
業
の
経
過
と
成
果
は

　町
長

　着
実
に
商
品
開
発
に
取
り
組

　
　
　
　み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

　
　
　
　い
る

◆
学
校
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革
は

　教
育
長

　根
本
的
な
も
の
が
変
わ
ろ

　
　
　
　
　う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か

　
　
　
　
　ら
具
体
的
に
進
め
ら
れ
る

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質
問 

①

質
問 

②

＊
住
民
協
議
会
と
は

　
性
別
や
年
齢
、
職
業
、

居
住
す
る
地
域
な
ど
の
境

界
を
取
り
払
い
、
無
作
為

に
選
出
し
た
住
民
で
構
成

す
る
協
議
会
。

＊
は
ち
の
へ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

　
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都

市
圏
を
形
成
す
る
８
市
町

村
の
観
光
地
づ
く
り
の
中

心
的
役
割
を
担
う
観
光
地

域
づ
く
り
推
進
法
人
の
こ

と
。
八
戸
圏
域
で
の
観
光

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
来
年
４
月
の
設
立
を

目
指
し
て
い
る
。

用
語
解
説

【
健
全
化
判
断
比
率
】

・
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」に
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
に
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
た
「
実
質
赤
字
比
率
」

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」の
４
指
標
。

９
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。
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◆希望のもてるまちづくりと今後の財政は
　町長　５年後、10年後と厳しくなる

　
観
光
部
会
や
教
育
部
会
、

農
業
部
会
な
ど
、
そ
の
地
域

特
有
の
課
題
を
話
し
合
う
部

会
を
設
け
、
行
政
に
提
言
す

る
こ
と
を
主
な
役
割
と
す
る
。

　
既
存
の
組
織
と
大
き
く
違

う
と
こ
ろ
は「
フ
ラ
ッ
ト
な

話
し
合
い
の
場
」で
あ
る
と

さ
れ
る
。

　
ま
ち
の
駅
整
備
促
進
事
業

の
経
過
と
成
果
は
。

　
本
年
３
月
に
基
本
計
画

（
案
）を
策
定
し
、
６
月
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
。

　
今
後
は
そ
れ
で
頂
い
た
意

見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
方

創
生
の
核
と
な
る
施
設
に
据

え
て
、
地
域
活
性
化
を
図
る

整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　
住
民
協
議
会
設
置
事
業
の

経
過
と
成
果
は
。

　
昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
が
先
行
団
体
の
視

察
を
行
い
、
住
民
協
議
会
設

置
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
た
。

　
現
在
、
内
容
等
の
細
部
を

検
討
し
て
い
る
段
階
で
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
住
民
協

議
会
を
設
置
し
た
い
。

　
農
村
地
域
の
活
性
化
推
進

事
業
の
経
過
と
成
果
は
。

　
馬
肉
、
倉
石
牛
、
青
森

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た

共
通
商
品
を
開
発
す
る
た
め

ブ
ラ
ン
ド
フ
ー
ド
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
三
色
丼
を
開
発

し
た
が
十
分
な
評
価
が
得
ら

れ
ず
解
散
し
た
。
現
在
、
独

自
の
商
品
を
開
発
す
る
た
め
、

町
の
補
助
事
業
に
３
店
舗
が

申
請
し
、
審
査
の
段
階
。

　
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
農
村

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
体
験
型
観
光
や
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
会
員
数
の
減
少
に

よ
り
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
減
少

し
、
参
加
者
が
減
っ
て
い
る
。

今
後
は
会
員
の
掘
り
起
こ
し

に
努
め
る
。

　
観
光
振
興
整
備
事
業
の
経

過
と
成
果
は
。

　「
五
戸
ま
ち
あ
る
き
」
、

「
古
民
家
で
飾
る
ご
の
へ
ひ

な
人
形
」
、
歴
史
み
ら
い

パ
ー
ク
で「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」、

「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」、

小
渡
平
公
園
で「
ピ
ク
ニ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」等
を
開
催

し
、
着
実
に
商
品
開
発
に
取

り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　
五
戸
ま
つ
り
等
の
既
存
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
は「
は
ち
の

へ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
連
携
を
図
り
、

観
光
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
取

り
組
み
は
。

 

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
は
９
月
に
保
護
者
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
危
険
箇
所
を
把
握
す

る
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

警
察
や
役
場
担
当
課
と
連
携

し
対
策
を
講
ず
る
。

　
学
校
施
設
で
は
校
舎
等
の

耐
震
化
改
修
は
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
を
行
い
、
危
険
が
予
想

さ
れ
る
も
の
は
既
に
取
り
壊

し
た
り
、
今
後
取
り
壊
し
た

り
す
る
予
定
。

　
い
じ
め
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

　
児
童
生
徒
へ
定
期
的
な
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

り
、
学
級
担
任
に
よ
る
観
察

や
本
人
以
外
か
ら
の
情
報
提

供
を
把
握
し
た
り
、
い
じ
め

発
見
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
町
独
自
の
い
じ
め

防
止
対
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
。

　
学
校
教
育
現
場
で
の
働
き

方
改
革
は
。

　
昨
年
12
月
、
文
部
科
学
省

が
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改

革
の
方
策
を
策
定
し
た
。
今

後
、
こ
れ
ら
に
従
い
当
町
で

も
実
施
し
て
い
く
。
根
本
的

な
も
の
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
児
童
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
第
一
に
考
え
る
。

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
い

て
、
健
全
化
判
断
比
率
の

実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
２

％
、
将
来
負
担
比
率
は
47
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

19
年
、
20
年
度
か
ら
み
る
と

極
め
て
良
好
で
あ
る
。
ま
た

県
40
市
町
村
の
中
で
も
17

位
、
20
位
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

町
民
は「
町
に
お
金
が
な
い

た
め
町
長
に
何
を
言
っ
て
も

駄
目
だ
」
と
言
っ
て
い
た

り
、
五
戸
高
校
廃
校
決
定
後
、

希
望
が
持
て
ず
に
い
る
。
町

は
、
今
後
財
政
と
町
民
の
希

望
に
叶
う
ま
ち
づ
く
り
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

　
平
成
19
年
、
20
年
度
か
ら

見
る
と
、
今
の
財
政
状
況
は

大
変
良
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
厳
し
く
な
る
と
考
え

る
。
そ
れ
は
、
町
の
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
影
響
す
る
橋
梁
な

ど
が
５
年
、
10
年
後
つ
く
り

か
え
が
必
要
と
な
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
人
口
減
少
に
と

も
な
い
交
付
税
が
減
額
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
指
標
は

改
善
さ
れ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
む
し
ろ
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
厳
し
く
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
総
合
的
に

判
断
し
行
財
政
改
革
に
努
め

な
が
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
中
、
な
ぜ
地
域
交
流
館
を

造
る
の
か
。

　
今
、
地
域
交
流
館
を
建
て

よ
う
と
し
て
い
る
場
所
は
、

旧
和
田
寛
の
跡
地
で
、
30
年

前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

パ
ー
ク
と
し
て
の
議
論
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は

図
書
館
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
商
店
街
に
来
た
お
年
寄

り
が
休
ん
だ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
た
り
、
地
方
創

生
と
し
て
の
町
民
が
希
望
を

も
て
る
交
流
の
場
を
提
供
し

た
い
と
考
え
る
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員

歴史みらいパーク©東京ハイジ／五戸町

平成29年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果
①実質赤字比率

早期健全化基準
財 政 再 生 基 準

五 戸 町

14.38以上
20.00以上

実質公債費比率の推移
【単年度】

Ｈ19

24.9

Ｈ20

24.4

Ｈ21

21.5

Ｈ22

19.2

Ｈ23

18.6

Ｈ24

16.4

Ｈ25

13.6

Ｈ27

10.6

Ｈ28

10.0

Ｈ26

12.3

赤字なし

19.38以上
30.00以上

赤字なし

25.0以上
35.0以上

10.2

350.0以上

47.2

備　　　考 早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の
健全化が求められ、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。

主に一般会計でどれ
くらいの赤字がある
か　　　　　　　％

②連結実質赤字比率
町全体（一般会計、
特別会計、病院事業
会計）でどれくらい
の赤字があるか　％

③実質公債費比率
借金の返済にどれく
らい支払っているか
　　　　　　　　％

【３カ年平均】

④将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額がどれくらい
見込まれるか　　％

一般質問
質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

◆
観
光
振
興
整
備
事
業
の
経
過
と
成
果
は

　町
長

　着
実
に
商
品
開
発
に
取
り
組

　
　
　
　み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

　
　
　
　い
る

◆
学
校
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革
は

　教
育
長

　根
本
的
な
も
の
が
変
わ
ろ

　
　
　
　
　う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か

　
　
　
　
　ら
具
体
的
に
進
め
ら
れ
る

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 
三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質
問 

①

質
問 

②

＊
住
民
協
議
会
と
は

　
性
別
や
年
齢
、
職
業
、

居
住
す
る
地
域
な
ど
の
境

界
を
取
り
払
い
、
無
作
為

に
選
出
し
た
住
民
で
構
成

す
る
協
議
会
。

＊
は
ち
の
へ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

　
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都

市
圏
を
形
成
す
る
８
市
町

村
の
観
光
地
づ
く
り
の
中

心
的
役
割
を
担
う
観
光
地

域
づ
く
り
推
進
法
人
の
こ

と
。
八
戸
圏
域
で
の
観
光

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
来
年
４
月
の
設
立
を

目
指
し
て
い
る
。

用
語
解
説

【
健
全
化
判
断
比
率
】

・
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」に
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
に
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
た
「
実
質
赤
字
比
率
」

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」の
４
指
標
。

９
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。



⑪ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ⑩

　
所
有
者
が
管
理
で
き
な
く

な
る
前
に
、
樹
木
の
伐
採
・

撤
去
や
新
た
な
担
い
手
を
探

す
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
倉
石
地
区
と
浅
田
地
区
を

８
月
22
日
に
実
施
。
放
任
園

の
所
有
者
に
対
し
廃
園
に
向

け
て
貰
う
よ
う
依
頼
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
行
政
指
導
で
強
制

的
な
伐
採
等
は
難
し
い
。
管

理
不
十
分
な
園
地
に
対
し
て

は
農
協
の
指
導
員
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　
感
染
し
た
樹
木
、
果
実
、

葉
の
処
分
は
い
か
に
す
べ
き

か
。
拡
大
防
止
の
対
策
は
。

　
五
戸
地
区
に
お
い
て
、
り

ん
ご
黒
星
病
の
発
生
個
所
と

発
生
原
因
は
。

　
県
全
域
で
発
生
し
て
お
り

当
町
で
は
五
戸
・
倉
石
地
区

で
６
農
家
６
園
地
、
浅
田
地

区
で
４
農
家
11
園
地
。
放
任

園
の
割
合
が
多
い
。

　
天
候
の
影
響
や
放
任
園
、

ま
た
、
特
効
薬
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤

が
使
え
な
い
こ
と
も
原
因
。

　
放
任
園
に
対
す
る
対
策

は
。
ま
た
、
所
有
者
に
対
す

る
協
力
要
請
は
。
実
地
調
査

を
行
っ
た
結
果
は
。

　
果
実
、
葉
は
見
つ
け
次
第

摘
み
取
り
埋
め
る
か
焼
却
す

る
。
感
染
拡
大
対
策
は
適
期

の
薬
剤
散
布（
オ
ー
ソ
サ
イ

ド
水
和
剤
、
ス
ト
ラ
イ
ド
顆

粒
水
和
剤
）が
勧
め
ら
れ
る
。

　
国
並
び
に
県
の
防
除
対
策

は
。

　
県
で
は
被
害
情
報
の
提
供

と
適
期
防
除
。
補
助
制
度
は

な
し
。
国
も
同
様
だ
が
、
弘

前
市
、
県
議
会
は
国
に
対
し

農
薬
の
開
発
を
要
望
し
て
い

る
。
町
も
同
様
に
要
望
し
て

い
る
。

　
熊
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

件
数
は
。

　
今
年
度
は
、
養
蜂
３
件
、

梨
、
桃
、
と
う
も
ろ
こ
し
の

６
件
。
倉
石
、
中
市
、
浅
水
、

豊
間
内
、
上
市
川
全
域
で
見

ら
れ
る
。

　
熊
の
捕
獲
及
び
効
果
的
な

熊
よ
け
対
策
は
。

　
檻
型
ワ
ナ
、
ド
ラ
ム
缶
ワ

ナ
を
使
用
。

　
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
で
る
も

の
、
電
気
柵
、
天
敵
の
野
生

動
物
オ
オ
カ
ミ
の
尿
の
散
布

が
考
え
ら
れ
る
。

　
熊
用
の
ワ
ナ
は
何
基
所
有

し
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
何
頭

捕
獲
し
処
分
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
ワ
ナ
の
所
有
は
、
檻
型
４

基
、
ド
ラ
ム
缶
型
２
基
。
五

戸
町
鳥
獣
被
害
対
策
隊
に
依

頼
し
て
い
る
。
捕
獲
は
２
頭

で
致
死
さ
せ
埋
設
処
分
し
て

い
る
。

　
町
有
林
の
保
有
面
積
は
。

ま
た
種
類
別
の
面
積
は
。

　
保
有
面
積
８
４
２
・
３
ha
。

樹
種
は
赤
松
３
０
８
ha
、
杉

２
１
６
ha
、
カ
ラ
マ
ツ
17
　
、

楢
58
　
、
栗
24
　
、
欅
14
　
、

そ
の
他
雑
木
約
２
０
０
　
。

　
間
伐
や
草
刈
り
等
の
管
理

方
法
は
。

　
管
理
は
三
八
地
方
森
林
組

合
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
。

　
販
売
可
能
な
樹
齢
は
。
ま

た
そ
の
樹
種
、
面
積
、
販
売

見
込
み
額
、
販
売
方
法
は
。

　
赤
松
40
年
、
杉
45
年
、
広

葉
樹
30
年
以
上
。

　
カ
ラ
マ
ツ
50
年
生
２
千
万

円
、
杉
60
年
生
５
千
７
百
万

円
、
赤
松
80
年
生
百
万
円
、

全
体
で
88
　
、
７
千
８
百
万

円
を
見
込
み
、
販
売
方
法
は

一
般
競
争
入
札
、
指
名
競
争

入
札
を
考
え
て
い
る
。

　
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の

選
択
肢
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、

活
動
規
模
の
縮
小
や
活
動
困

難
な
種
目
が
で
て
く
る
と
予

想
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
思

う
よ
う
に
活
動
で
き
な
く
な

る
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
五
戸
町
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
移

行
し
活
動
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
の
指
導
は
、
保
護

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
る
部
分
が
大
き
い
よ
う

に
思
う
が
、
こ
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状

を
考
慮
し
、
指
導
者
に
つ
い

て
も
ど
の
よ
う
な
方
策
が
良

い
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
者
が
そ
の
報
酬
で
生

活
で
き
る
体
制
で
、
町
全
体

を
包
括
し
た
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
通
え
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
つ
ま
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
す
る
よ
う
早
急
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
戸
町
内
の
中
学
校
に

お
い
て
、
部
活
動
指
導
員
の

配
置
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
各
学
校
の
教
員
が
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
専
門
的
な
教

　
町
は
現
在
、
語
学
の
短
期

留
学
に
関
し
て
助
成
を
し
て

い
る
が
、
長
期
留
学
は
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。
語
学
を

身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
現

地
で
の
勉
強
は
少
な
く
と
も

半
年
以
上
必
要
で
あ
る
と
私

員
が
少
な
く
、
外
部
指
導
者

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
３
月
に
示

し
た
中
学
の
運
動
部
活
動
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
教
員
の

負
担
軽
減
や
子
ど
も
の
け
が

の
周
り
の
多
数
の
留
学
経
験

者
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
し
、

私
自
身
の
経
験
か
ら
も
そ
の

よ
う
に
思
う
。
助
成
の
対
象

に
長
期
留
学
も
含
め
る
べ
き

で
は
。

防
止
の
た
め
、
週
２
日
以
上

の
休
養
日
を
設
け
る
と
し
て

い
る
が
、
順
守
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
町
内
各
中
学
校
で
は
週
１

日
か
ら
２
日
の
休
養
を
設
け

て
い
る
。

　
留
学
期
間
や
そ
の
他
の
内

容
を
検
討
し
て
事
業
を
発
展

さ
せ
、
出
来
れ
ば
長
期
留
学

も
補
助
の
対
象
に
し
、
来
年

度
予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
たかやま こう じ

髙山　浩司 議員

ha

一般質問
質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

◆
り
ん
ご
黒
星
病
発
生
の
対
策
は

　町
長

　県
全
体
で
増
え
て
お
り

　
　
　
　憂
慮
し
て
い
る

◆
長
期
留
学
も
助
成
の
対
象
に
し
て
は

　教
育
長

　来
年
度
予
算
に
計
上
す
る

◆
鳥
獣（
熊
）の
被
害
対
策
は

　町
長

　ワ
ナ
を
増
設
す
る

◆
町
有
林
の
販
売
に
よ
る
財
源
確
保
は

　町
長

　定
期
的
な
財
産
収
入
を
検
討

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

高
谷
農
林
課
長 

答 
三
浦
町
長

答 
三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質
問 

①

質
問 

①

要

　

 

望

質
問 

②

質

　

 

問

質
問 

②

◆スポーツ少年団についての現状認識は
　教育長　五戸町総合型スポーツクラブへの
　　　　　移行が望ましい

◆
部
活
動
指
導
員
の
配
置
状
況
は

　教
育
長

　専
門
的
な
教
員
が
少
な

　
　
　
　
　く
、
外
部
指
導
者
の
協

　
　
　
　
　力
が
必
要

部活動の様子 りんご黒星病

hahaha

ha

ha



⑪ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ⑩

　
所
有
者
が
管
理
で
き
な
く

な
る
前
に
、
樹
木
の
伐
採
・

撤
去
や
新
た
な
担
い
手
を
探

す
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
倉
石
地
区
と
浅
田
地
区
を

８
月
22
日
に
実
施
。
放
任
園

の
所
有
者
に
対
し
廃
園
に
向

け
て
貰
う
よ
う
依
頼
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
行
政
指
導
で
強
制

的
な
伐
採
等
は
難
し
い
。
管

理
不
十
分
な
園
地
に
対
し
て

は
農
協
の
指
導
員
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　
感
染
し
た
樹
木
、
果
実
、

葉
の
処
分
は
い
か
に
す
べ
き

か
。
拡
大
防
止
の
対
策
は
。

　
五
戸
地
区
に
お
い
て
、
り

ん
ご
黒
星
病
の
発
生
個
所
と

発
生
原
因
は
。

　
県
全
域
で
発
生
し
て
お
り

当
町
で
は
五
戸
・
倉
石
地
区

で
６
農
家
６
園
地
、
浅
田
地

区
で
４
農
家
11
園
地
。
放
任

園
の
割
合
が
多
い
。

　
天
候
の
影
響
や
放
任
園
、

ま
た
、
特
効
薬
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤

が
使
え
な
い
こ
と
も
原
因
。

　
放
任
園
に
対
す
る
対
策

は
。
ま
た
、
所
有
者
に
対
す

る
協
力
要
請
は
。
実
地
調
査

を
行
っ
た
結
果
は
。

　
果
実
、
葉
は
見
つ
け
次
第

摘
み
取
り
埋
め
る
か
焼
却
す

る
。
感
染
拡
大
対
策
は
適
期

の
薬
剤
散
布（
オ
ー
ソ
サ
イ

ド
水
和
剤
、
ス
ト
ラ
イ
ド
顆

粒
水
和
剤
）が
勧
め
ら
れ
る
。

　
国
並
び
に
県
の
防
除
対
策

は
。

　
県
で
は
被
害
情
報
の
提
供

と
適
期
防
除
。
補
助
制
度
は

な
し
。
国
も
同
様
だ
が
、
弘

前
市
、
県
議
会
は
国
に
対
し

農
薬
の
開
発
を
要
望
し
て
い

る
。
町
も
同
様
に
要
望
し
て

い
る
。

　
熊
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

件
数
は
。

　
今
年
度
は
、
養
蜂
３
件
、

梨
、
桃
、
と
う
も
ろ
こ
し
の

６
件
。
倉
石
、
中
市
、
浅
水
、

豊
間
内
、
上
市
川
全
域
で
見

ら
れ
る
。

　
熊
の
捕
獲
及
び
効
果
的
な

熊
よ
け
対
策
は
。

　
檻
型
ワ
ナ
、
ド
ラ
ム
缶
ワ

ナ
を
使
用
。

　
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
で
る
も

の
、
電
気
柵
、
天
敵
の
野
生

動
物
オ
オ
カ
ミ
の
尿
の
散
布

が
考
え
ら
れ
る
。

　
熊
用
の
ワ
ナ
は
何
基
所
有

し
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
何
頭

捕
獲
し
処
分
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
ワ
ナ
の
所
有
は
、
檻
型
４

基
、
ド
ラ
ム
缶
型
２
基
。
五

戸
町
鳥
獣
被
害
対
策
隊
に
依

頼
し
て
い
る
。
捕
獲
は
２
頭

で
致
死
さ
せ
埋
設
処
分
し
て

い
る
。

　
町
有
林
の
保
有
面
積
は
。

ま
た
種
類
別
の
面
積
は
。

　
保
有
面
積
８
４
２
・
３
ha
。

樹
種
は
赤
松
３
０
８
ha
、
杉

２
１
６
ha
、
カ
ラ
マ
ツ
17
　
、

楢
58
　
、
栗
24
　
、
欅
14
　
、

そ
の
他
雑
木
約
２
０
０
　
。

　
間
伐
や
草
刈
り
等
の
管
理

方
法
は
。

　
管
理
は
三
八
地
方
森
林
組

合
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
。

　
販
売
可
能
な
樹
齢
は
。
ま

た
そ
の
樹
種
、
面
積
、
販
売

見
込
み
額
、
販
売
方
法
は
。

　
赤
松
40
年
、
杉
45
年
、
広

葉
樹
30
年
以
上
。

　
カ
ラ
マ
ツ
50
年
生
２
千
万

円
、
杉
60
年
生
５
千
７
百
万

円
、
赤
松
80
年
生
百
万
円
、

全
体
で
88
　
、
７
千
８
百
万

円
を
見
込
み
、
販
売
方
法
は

一
般
競
争
入
札
、
指
名
競
争

入
札
を
考
え
て
い
る
。

　
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の

選
択
肢
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、

活
動
規
模
の
縮
小
や
活
動
困

難
な
種
目
が
で
て
く
る
と
予

想
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
思

う
よ
う
に
活
動
で
き
な
く
な

る
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
五
戸
町
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
移

行
し
活
動
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
の
指
導
は
、
保
護

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
る
部
分
が
大
き
い
よ
う

に
思
う
が
、
こ
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状

を
考
慮
し
、
指
導
者
に
つ
い

て
も
ど
の
よ
う
な
方
策
が
良

い
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
者
が
そ
の
報
酬
で
生

活
で
き
る
体
制
で
、
町
全
体

を
包
括
し
た
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
通
え
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
つ
ま
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
す
る
よ
う
早
急
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
戸
町
内
の
中
学
校
に

お
い
て
、
部
活
動
指
導
員
の

配
置
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
各
学
校
の
教
員
が
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
専
門
的
な
教

　
町
は
現
在
、
語
学
の
短
期

留
学
に
関
し
て
助
成
を
し
て

い
る
が
、
長
期
留
学
は
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。
語
学
を

身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
現

地
で
の
勉
強
は
少
な
く
と
も

半
年
以
上
必
要
で
あ
る
と
私

員
が
少
な
く
、
外
部
指
導
者

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
３
月
に
示

し
た
中
学
の
運
動
部
活
動
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
教
員
の

負
担
軽
減
や
子
ど
も
の
け
が

の
周
り
の
多
数
の
留
学
経
験

者
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
し
、

私
自
身
の
経
験
か
ら
も
そ
の

よ
う
に
思
う
。
助
成
の
対
象

に
長
期
留
学
も
含
め
る
べ
き

で
は
。

防
止
の
た
め
、
週
２
日
以
上

の
休
養
日
を
設
け
る
と
し
て

い
る
が
、
順
守
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
町
内
各
中
学
校
で
は
週
１

日
か
ら
２
日
の
休
養
を
設
け

て
い
る
。

　
留
学
期
間
や
そ
の
他
の
内

容
を
検
討
し
て
事
業
を
発
展

さ
せ
、
出
来
れ
ば
長
期
留
学

も
補
助
の
対
象
に
し
、
来
年

度
予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
たかやま こう じ

髙山　浩司 議員

ha

一般質問
質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

質
問 

④

◆
り
ん
ご
黒
星
病
発
生
の
対
策
は

　町
長

　県
全
体
で
増
え
て
お
り

　
　
　
　憂
慮
し
て
い
る

◆
長
期
留
学
も
助
成
の
対
象
に
し
て
は

　教
育
長

　来
年
度
予
算
に
計
上
す
る

◆
鳥
獣（
熊
）の
被
害
対
策
は

　町
長

　ワ
ナ
を
増
設
す
る

◆
町
有
林
の
販
売
に
よ
る
財
源
確
保
は

　町
長

　定
期
的
な
財
産
収
入
を
検
討

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

柳
町
教
育
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

高
谷
農
林
課
長 

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質
問 

①

質
問 

①

要

　

 

望

質
問 

②

質

　

 

問

質
問 

②

◆スポーツ少年団についての現状認識は
　教育長　五戸町総合型スポーツクラブへの
　　　　　移行が望ましい

◆
部
活
動
指
導
員
の
配
置
状
況
は

　教
育
長

　専
門
的
な
教
員
が
少
な

　
　
　
　
　く
、
外
部
指
導
者
の
協

　
　
　
　
　力
が
必
要

部活動の様子 りんご黒星病

hahaha

ha

ha



⑬ ごのへ議会だより 第29号 ごのへ議会だより 第29号 ⑫

まちの駅建設予定地芝生広場

県立五戸高校

　
ま
ち
の
駅
整
備
構
想
基
本

計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
16
件
。
大
事

な
事
業
を
進
め
る
に
は
沢
山

意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
整

備
計
画
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
真
摯
に
対

応
し
町
民
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
募
集
し

た
の
か
。
そ
も
そ
も
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
何
か
す

ら
解
ら
な
い
町
民
が
大
多
数
、

民
意
を
聞
く
方
法
と
し
て
町

民
性
を
含
め
適
し
て
い
る
の

か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
毎
戸
回
覧
に
お

い
て
周
知
し
た
。

　
毎
戸
回
覧
に
お
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
味
は

日
本
語
で
も
掲
載
し
た
の
で

町
民
も
解
る
は
ず
。

　
各
自
治
会
等
を
回
っ
て
説

明
し
、
意
見
募
集
は
し
な
い

の
か
。

　
説
明
会
を
開
催
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

　
以
前
基
本
計
画
案
に
つ
い

て
説
明
し
た
よ
う
だ
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
建
設
場
所

は
適
し
て
い
る
の
か
。

　
基
本
計
画
案
の
説
明
会
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
中
心
商

店
街
の
方
々
と
意
見
交
換
会

は
開
催
し
て
い
る
。

　
文
科
省
は
公
立
高
校
に
地

域
人
材
養
成
し
地
元
離
れ
を

食
い
止
め
一
極
集
中
の
是
正

に
つ
な
げ
る
た
め
、
人
口
減

に
悩
む
地
域
対
象
の
モ
デ
ル

事
業
募
集
に
手
を
挙
げ
て
み

て
は
。

　
県
立
高
校
対
象
で
あ
り
県

の
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
た
が
、
国
の
予
算
も
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
五
戸
高
校
は
閉
校
が

決
ま
っ
て
お
り
町
か
ら
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
芝
生
広
場
は
減
る
が
景
観

を
含
め
さ
ほ
ど
影
響
は
無
い

と
考
え
て
い
る
。

　
八
戸
西
高
と
の
統
合
に
向

け
て
考
え
な
お
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

　
平
成
33
年
３
月
に
五
戸
高

校
は
廃
校
が
決
定
し
て
お
り

県
教
育
改
革
推
進
委
員
会
の

第
２
期
実
施
計
画
に
は
あ

が
っ
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
る

た
め
検
討
の
余
地
は
な
い
。

　
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
に
五

戸
高
校
を
新
設
し
て
ほ
し
い

と
願
い
を
込
め
て
、
土
地
は

町
が
提
供
す
る
と
提
案
し
、

実
現
す
れ
ば
、
田
子
、
三
戸
、

南
部
、
五
戸
、
八
戸
は
勿
論

地
域
の
学
び
舎
と
し
て
最
適

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
公
園
は
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
と
こ
ろ
な
の
で
敷

地
内
に
学
校
は
建
て
ら
れ
な

い
。

　
少
し
で
も
望
み
が
あ
る
な

ら
こ
ち
ら
か
ら
色
々
調
べ
に

調
べ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

五
戸
の
若
人
の
為
に
国
に
も

県
に
も
町
の
為
に
ぶ
つ
か
っ

て
欲
し
い
。
心
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

７
月
６
日
実
施

調
査
内
容

○
倉
石
温
泉
の
状
況
に
つ
い

て
○
社
会
福
祉
協
議
会
の
浴
場

等
状
況
に
つ
い
て

　
関
係
者
か
ら
現
在
の
施
設

の
設
備
、
修
繕
等
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

　
倉
石
温
泉
で
は
平
成
３
年

製
の
ボ
イ
ラ
ー
で
の
営
業
を

行
っ
て
お
り
耐
用
年
数
を
超

過
し
て
い
る
た
め
交
換
の
検

討
が
必
要
。
そ
の
他
改
修
工

事
に
係
る
費
用
は
多
額
。

　
社
協
セ
ン
タ
ー
風
呂
の
高

架
水
槽
か
ら
の
水
漏
れ
が
あ

り
、
応
急
処
置
し
て
い
る
が

工
事
が
必
要
。

●
民
生
常
任
委
員
会
（
６
人
）

　
社
会
福
祉
、
消
防
、
上
下

水
道
、
総
合
病
院
、
国
民
健

康
保
険
、
高
齢
者
医
療
及
び

介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
を

所
管
す
る
。

委
員
長
　
川
村
　
浩
昭

副
委
員
長
　
鈴
木
　
隆
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
夫

委
　
　
員
　
和
田
　
寛
司

委
　
　
員
　
大
沢
　
博

委
　
　
員
　
古
田
　
陸
夫

昨
年
度
の
調
査
実
績

○
五
戸
消
防
署
建
設
進
捗
状

況
の
現
地
調
査

○
五
戸
消
防
署
及
び
五
戸
町

の
消
防
防
災
に
つ
い
て

倉石温泉ボイラー室

社会福祉センターボイラー室

議員活動報告

　平成30年７月12日、青森市（リンクモア平安閣市民ホール）において県下町村議会議員研修
が開催され議員14名が参加した。

県 下 町 村 議 会 議 員 研 修

講演
「今後の政局・政治の動きを読む！」

講師
読売新聞特別編集委員　橋本　五郎　氏

　平成30年９月14日、八戸市（きざん八戸）において三戸郡町村議会議長会正・副議長・事務
局長研修会が開催され議長、副議長、議員３名が参加し議会改革について研修を受けた。

三戸郡町村議会議長会正・副議長研修会

講演
「今、なぜ議会改革が必要か」

講師
青森中央学院大学経営法学部　准教授　佐藤　　淳　氏

一般質問

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

要 

　望

質
問 

①

質
問 

④

◆
統
合
し
て
五
戸
高
校
を
ひ
ば
り
野
公
園
へ

　町
長

　考
え
て
は
い
な
い

所管事務調査

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

小
村
総
合
政
策
課
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

◆まちの駅整備構想基本計画案について
　町民と意見交換会を開催しては
　町長　パブリックコメントを実施した
　　　　ため必要性はない

民
生
常
任
委
員
会
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まちの駅建設予定地芝生広場

県立五戸高校

　
ま
ち
の
駅
整
備
構
想
基
本

計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
16
件
。
大
事

な
事
業
を
進
め
る
に
は
沢
山

意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
整

備
計
画
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
真
摯
に
対

応
し
町
民
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
募
集
し

た
の
か
。
そ
も
そ
も
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
何
か
す

ら
解
ら
な
い
町
民
が
大
多
数
、

民
意
を
聞
く
方
法
と
し
て
町

民
性
を
含
め
適
し
て
い
る
の

か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
毎
戸
回
覧
に
お

い
て
周
知
し
た
。

　
毎
戸
回
覧
に
お
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
味
は

日
本
語
で
も
掲
載
し
た
の
で

町
民
も
解
る
は
ず
。

　
各
自
治
会
等
を
回
っ
て
説

明
し
、
意
見
募
集
は
し
な
い

の
か
。

　
説
明
会
を
開
催
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

　
以
前
基
本
計
画
案
に
つ
い

て
説
明
し
た
よ
う
だ
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
建
設
場
所

は
適
し
て
い
る
の
か
。

　
基
本
計
画
案
の
説
明
会
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
中
心
商

店
街
の
方
々
と
意
見
交
換
会

は
開
催
し
て
い
る
。

　
文
科
省
は
公
立
高
校
に
地

域
人
材
養
成
し
地
元
離
れ
を

食
い
止
め
一
極
集
中
の
是
正

に
つ
な
げ
る
た
め
、
人
口
減

に
悩
む
地
域
対
象
の
モ
デ
ル

事
業
募
集
に
手
を
挙
げ
て
み

て
は
。

　
県
立
高
校
対
象
で
あ
り
県

の
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
た
が
、
国
の
予
算
も
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
五
戸
高
校
は
閉
校
が

決
ま
っ
て
お
り
町
か
ら
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
芝
生
広
場
は
減
る
が
景
観

を
含
め
さ
ほ
ど
影
響
は
無
い

と
考
え
て
い
る
。

　
八
戸
西
高
と
の
統
合
に
向

け
て
考
え
な
お
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

　
平
成
33
年
３
月
に
五
戸
高

校
は
廃
校
が
決
定
し
て
お
り

県
教
育
改
革
推
進
委
員
会
の

第
２
期
実
施
計
画
に
は
あ

が
っ
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
る

た
め
検
討
の
余
地
は
な
い
。

　
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
に
五

戸
高
校
を
新
設
し
て
ほ
し
い

と
願
い
を
込
め
て
、
土
地
は

町
が
提
供
す
る
と
提
案
し
、

実
現
す
れ
ば
、
田
子
、
三
戸
、

南
部
、
五
戸
、
八
戸
は
勿
論

地
域
の
学
び
舎
と
し
て
最
適

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
公
園
は
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
と
こ
ろ
な
の
で
敷

地
内
に
学
校
は
建
て
ら
れ
な

い
。

　
少
し
で
も
望
み
が
あ
る
な

ら
こ
ち
ら
か
ら
色
々
調
べ
に

調
べ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

五
戸
の
若
人
の
為
に
国
に
も

県
に
も
町
の
為
に
ぶ
つ
か
っ

て
欲
し
い
。
心
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

７
月
６
日
実
施

調
査
内
容

○
倉
石
温
泉
の
状
況
に
つ
い

て
○
社
会
福
祉
協
議
会
の
浴
場

等
状
況
に
つ
い
て

　
関
係
者
か
ら
現
在
の
施
設

の
設
備
、
修
繕
等
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

　
倉
石
温
泉
で
は
平
成
３
年

製
の
ボ
イ
ラ
ー
で
の
営
業
を

行
っ
て
お
り
耐
用
年
数
を
超

過
し
て
い
る
た
め
交
換
の
検

討
が
必
要
。
そ
の
他
改
修
工

事
に
係
る
費
用
は
多
額
。

　
社
協
セ
ン
タ
ー
風
呂
の
高

架
水
槽
か
ら
の
水
漏
れ
が
あ

り
、
応
急
処
置
し
て
い
る
が

工
事
が
必
要
。

●
民
生
常
任
委
員
会
（
６
人
）

　
社
会
福
祉
、
消
防
、
上
下

水
道
、
総
合
病
院
、
国
民
健

康
保
険
、
高
齢
者
医
療
及
び

介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
を

所
管
す
る
。

委
員
長
　
川
村
　
浩
昭

副
委
員
長
　
鈴
木
　
隆
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
夫

委
　
　
員
　
和
田
　
寛
司

委
　
　
員
　
大
沢
　
博

委
　
　
員
　
古
田
　
陸
夫

昨
年
度
の
調
査
実
績

○
五
戸
消
防
署
建
設
進
捗
状

況
の
現
地
調
査

○
五
戸
消
防
署
及
び
五
戸
町

の
消
防
防
災
に
つ
い
て

倉石温泉ボイラー室

社会福祉センターボイラー室

議員活動報告

　平成30年７月12日、青森市（リンクモア平安閣市民ホール）において県下町村議会議員研修
が開催され議員14名が参加した。

県 下 町 村 議 会 議 員 研 修

講演
「今後の政局・政治の動きを読む！」

講師
読売新聞特別編集委員　橋本　五郎　氏

　平成30年９月14日、八戸市（きざん八戸）において三戸郡町村議会議長会正・副議長・事務
局長研修会が開催され議長、副議長、議員３名が参加し議会改革について研修を受けた。

三戸郡町村議会議長会正・副議長研修会

講演
「今、なぜ議会改革が必要か」

講師
青森中央学院大学経営法学部　准教授　佐藤　　淳　氏

一般質問

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

要 

　望

質
問 

①

質
問 

④

◆
統
合
し
て
五
戸
高
校
を
ひ
ば
り
野
公
園
へ

　町
長

　考
え
て
は
い
な
い

所管事務調査

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

小
村
総
合
政
策
課
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

◆まちの駅整備構想基本計画案について
　町民と意見交換会を開催しては
　町長　パブリックコメントを実施した
　　　　ため必要性はない

民
生
常
任
委
員
会
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９
月
20
日（
木
）、
五
戸
町

立
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て「
五
戸
町
戦
没
者
慰
霊
式
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
先
の

大
戦
で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ

た
七
百
余
名
の
五
戸
町
出
身

戦
没
者
の
御
霊
に
対
し
、
謹

ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
平
和
ボ
ケ
と
揶
揄
さ
れ
て

久
し
い
日
本
。
し
か
し
、
昨

年
、
北
朝
鮮
か
ら
発
射
さ
れ

た
ミ
サ
イ
ル
に
よ
り
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
放
送
が
当
町
に
も

鳴
り
響
き
ま
し
た
。
家
族
で

身
を
寄
せ
、
恐
怖
を
感
じ
た

こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
覚
え

て
い
ま
す
。

　
大
陸
の
軍
備
拡
大
を
受

け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
若
者

を
中
心
に
、
先
制
攻
撃
の
必

要
性
な
ど
過
激
な
意
見
が
飛

び
交
っ
て
い
る
の
を
度
々
見

か
け
ま
す
。

　
戦
後
73
年
、
遺
族
会
の
皆

様
も
だ
い
ぶ
ご
高
齢
に
な
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
語

り
継
ぎ
、
平
和
な
日
本
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
切
望
致
し

ま
す
。

委
員
　
鈴
木
　
隆
也

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか

議員活動報告

委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

副
委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
　
夫

委
　
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
　
員
　
尾
　
形
　
裕
　
之

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
和
　
田
　
寛
　
司

平
成
30
年
10
月
26
日
発
行

次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
平
成
31
年
１
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月６日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

　平成30年７月10日、階上町において八戸
連携中枢都市圏形成議員促進連盟主催による
勉強会が開催され議員16名が参加した。
講演　「地方創生における地域間連携について」
講師　内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局

次長　山崎　俊巳　氏
現地視察　はしかみハマの駅あるでぃ～ば

（平成30年５月オープン）
＊この勉強会は八戸圏域８市町村の振興・発展
に資するため、平成21年度より各市町村持
ち回りで開催。

　平成30年９月25日、三戸町において八戸
連携中枢都市圏形成議員促進連盟主催による
勉強会が開催され議員15名が参加した。

講演　「自治体戦略2040構想研究会と連携
中枢都市圏について」

講師　総務省自治行政局市町村課
課長　望月　明雄　氏

＊次回、平成30年12月27日　上北郡おいらせ
町で開催予定。

第22回連携中枢都市圏の形成に関する勉強会

第23回連携中枢都市圏の形成に関する勉強会


